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▼
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
の
実
施
に

関
す
る
条
例

　

放
課
後
等
対
策
の
推
進
を
図
る

た
め
、
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
の
運

営
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
。

〔
規
定
す
る
主
な
事
項
〕

　

⑴　

実
施
す
る
場
所
お
よ
び
時

　
　

間

　

⑵　

対
象
児
童

　

⑶　

利
用
料

施
行
期
日　

平
成
28
年
４
月
１
日

▼
区
立
高
齢
者
多
世
代
交
流
支
援

施
設
条
例

　

高
齢
者
の
健
康
の
維
持
お
よ
び

増
進
な
ら
び
に
生
き
が
い
づ
く
り

を
支
援
し
、
高
齢
者
と
多
世
代
の

区
民
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、

区
立
高
齢
者
多
世
代
交
流
支
援
施

設
を
設
置
す
る
。

〔
施
設
の
名
称
お
よ
び
所
在
地
〕

　

大
崎
高
齢
者
多
世
代
交
流
支
援

　

施
設　

大
崎
二
丁
目
７
番
13
号

　

平
塚
橋
高
齢
者
多
世
代
交
流
支

　

�

援
施
設　

西
中
延
一
丁
目
２
番

８
号

〔
設
け
る
施
設
〕

　

�

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
室
、
ス
タ
ジ
オ
、
浴

室
、
健
康
増
進
室

施
行
期
日　

平
成
28
年
５
月
１
日

（
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
に
係

る
規
定
は
公
布
の
日
）

▼
行
政
委
員
会
の
委
員
の
報
酬
お

よ
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
お

よ
び
監
査
委
員
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例

　

行
政
委
員
会
の
委
員
お
よ
び
監

査
委
員
の
出
会
に
係
る
費
用
弁
償

の
額
を
改
め
る
。

〔
現　

行
〕　

２
千
円

〔
改
正
後
〕　

実
費
相
当
額

施
行
期
日　

平
成
27
年
11
月
１
日

▼
保
育
の
実
施
等
に
関
す
る
条
例

　

保
育
所
お
よ
び
区
立
認
定
こ
ど

も
園
に
お
け
る
保
育
料
に
つ
い
て
、

算
定
の
基
準
と
な
る
階
層
区
分
を

見
直
す
と
と
も
に
、
多
子
軽
減
制

度
の
対
象
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
保

護
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
た
保
育

料
に
改
定
す
る
。

施
行
期
日　

平
成
28
年
４
月
１
日

▼
私
立
認
定
こ
ど
も
園
、
私
立
幼

稚
園
お
よ
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
利
用
者
負
担
額
に
関
す
る
条

区
長
提
案

条
例
（
新
規
）

例
　

私
立
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
に
お
け
る
利

用
者
負
担
額
に
つ
い
て
、
算
定
の

基
準
と
な
る
階
層
区
分
を
見
直
す

と
と
も
に
、
多
子
軽
減
制
度
の
対

象
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
保
護
者
の

負
担
能
力
に
応
じ
た
利
用
者
負
担

額
に
改
定
す
る
。

施
行
期
日　

平
成
28
年
４
月
１
日

▼
区
立
地
域
密
着
型
多
機
能
ホ
ー

ム
お
よ
び
区
立
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
条
例

　

杜
松
地
域
密
着
型
多
機
能
ホ
ー

ム
お
よ
び
大
井
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
い
て
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
ほ
か
、

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
規
定

を
整
備
す
る
。

施
行
期
日　

平
成
27
年
11
月
１
日

（
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
う
改

正
規
定
は
平
成
28
年
４
月
１
日
）

▼
区
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
条

例
　

新
た
な
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
設
置
す
る
ほ
か
、
介
護
保
険
法

の
改
正
に
伴
い
規
定
を
整
備
す
る
。

〔
名　

称
〕　

　

�
区
立
平
塚
橋
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム

〔
所
在
地
〕　

　

西
中
延
一
丁
目
２
番
８
号

〔
施
設
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
〕

　

介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス

　

短
期
入
所
生
活
介
護

施
行
期
日　

平
成
28
年
５
月
１
日

（
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
う
改

正
規
定
は
平
成
28
年
４
月
１
日
）

▼
区
立
児
童
学
園
条
例

　

品
川
児
童
学
園
の
所
在
地
を
変

更
す
る
と
と
も
に
、
品
川
児
童
学

園
お
よ
び
品
川
児
童
学
園
分
室
で

行
う
事
業
を
見
直
す
。

〔
品
川
児
童
学
園
の
所
在
地
〕

　

現�　

行　

南
品
川
三
丁
目

７
番
７
号

　

改
正
後　

八
潮
五
丁
目９

番
11
号

施
行
期
日　

平
成
28
年
４
月
１
日

▼
地
区
計
画
等
の
区
域
内
に
お
け

る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

　

東
品
川
四
丁
目
地
区
地
区
計
画

の
一
部
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の

用
途
、
容
積
率
の
最
高
限
度
等
に

関
す
る
制
限
を
定
め
る
。

施
行
期
日　

公
布
の
日

▼
（
仮
称
）
上
大
崎
三
丁
目
高
齢

者
福
祉
施
設
等
新
築
工
事
請
負
契

約契�

約
の
方
法　

制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
に
よ
る
契
約

契
約
金
額　

28
億
584
万
円

契�

約
の
相
手
方　

三
井
住
友
・
山

田
・
Ｙ
Ｋ
Ｎ
建
設
共
同
企
業
体

工
期　

契
約
締
結
の
日
の
翌
日

～
平
成
29
年
３
月
31
日

▼
（
仮
称
）
上
大
崎
三
丁
目
高
齢

者
福
祉
施
設
等
新
築
給
排
水
衛
生

設
備
工
事
請
負
契
約

契�

約
の
方
法　

制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
に
よ
る
契
約

契
約
金
額　

５
億
２
千
272
万
円

契�

約
の
相
手
方　

横
河
・
野
田
建

設
共
同
企
業
体

工
期　

契
約
締
結
の
日
の
翌
日

～
平
成
29
年
３
月
31
日

▼
（
仮
称
）
上
大
崎
三
丁
目
高
齢

者
福
祉
施
設
等
新
築
空
気
調
和
設

備
工
事
請
負
契
約

契�
約
の
方
法　

制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
に
よ
る
契
約

契
約
金
額　

４
億
４
千
604
万
円

契�

約
の
相
手
方　

大
成
温
調
・
不

二
工
建
設
共
同
企
業
体

工
期　

契
約
締
結
の
日
の
翌
日

～
平
成
29
年
３
月
31
日

▼
（
仮
称
）
上
大
崎
三
丁
目
高
齢

者
福
祉
施
設
等
新
築
電
気
設
備
工

契
　
約

条
例
（
一
部
改
正
）

事
請
負
契
約

契�

約
の
方
法　

制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
に
よ
る
契
約

契
約
金
額　

７
億
３
千
440
万
円

契�

約
の
相
手
方　

雄
電
・
サ
ン
コ

ー
・
コ
ス
モ
建
設
共
同
企
業
体

工
期　

契
約
締
結
の
日
の
翌
日

～
平
成
29
年
３
月
31
日

▼
し
な
が
わ
中
央
公
園
拡
張
整
備

工
事
請
負
契
約

契�

約
の
方
法　

制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
に
よ
る
契
約

契
約
金
額　

２
億
９
千
700
万
円

契�

約
の
相
手
方　

日
パ
ブ
・
沼
田

建
設
共
同
企
業
体

工
期　

契
約
締
結
の
日
の
翌
日

～
平
成
28
年
12
月
19
日

▼
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算⑴　

歳
入
歳
出
予
算
補
正
額　
　

　
　

10
億
７
千
638
万
６
千
円
追
加

（
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
額　

　
　

１
千
526
億
６
千
141
万
５
千
円
）

⑵　

債
務
負
担
行
為
補
正
件
数　

　
　
　
　
　
　
　
　

追
加　

２
件

▼
平
成
26
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出

決
算　

（
７
・
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
者
を
教
育
委
員
会

委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

た
。

　

冨と
み

尾お　

則の
り

子こ　

氏

▼
土
地
の
売
払
い
に
つ
い
て

　

旧
箱
根
荘
敷
地
を
売
払
う
。

売�

払
い
の
相
手
方　

森
泉
株
式
会

社
売
払
物
件

　

所
在　

神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱

　
　
　
　

根
町
宮
城
野
字
狢
石
１�

　
　
　
　

千
444
番
92
、
同
番
93

　

地
目　

山
林

　

地
積　

１
万
３
千
528
・
01
平
方���

　
　
　
　

メ
ー
ト
ル

売
払
価
格　

４
千
991
万
９
千
円

▼
（
仮
称
）
上
大
崎
三
丁
目
高
齢

者
福
祉
施
設
等
新
築
工
事
等
に
対

す
る
附
帯
決
議

　
　
　
　
　

（
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

▼
第
77
回
全
国
都
市
問
題
会
議

　

派
遣
議
員　

浅
野　

ひ
ろ
ゆ
き

▼
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

軽
減
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見

書　
　
　
　

（
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

▼
外
国
人
の
人
権
が
十
分
尊
重
さ

れ
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書　
　

　
　
　
　
　

（
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

▼
地
方
税
財
源
の
拡
充
に
関
す
る

意
見
書　
　

（
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

予
　
算

決
　
算

議
員
提
案

附
帯
決
議

議
員
派
遣
の
件

そ
の
他
の
議
案

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

意
見
書

　
平
成
27
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
17
日
か
ら
10
月
23

日
ま
で
の
37
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
区
長
か
ら
、「
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
の
実
施
に
関
す
る

条
例
」
な
ど
の
議
案
が
、
議
員
よ
り
「
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
の
議
案
が

そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
慎
重
審
議

の
結
果
、
次
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
３
回
定
例
会
の
議
案

第二
委員会室

第四
委員会室

第三
委員会室

 共産控室
 TEL
５７４２-６８１８

第一
委員会室

第五
委員会室

６階

５階

傍聴席入口

区議会事務局
 TEL
５７４２-６８０９

議長・
副議長室

議
会
図
書
室

４階

WC

WC

WC

エレベーター

エレベーター

エレベーター

傍

　聴

　席

本 会 議 場

傍聴受付

 民・無
 控  室
TEL
５７４２-６８１４

 公明控室
 TEL
５７４２-６８１７

 維・無
 控　室
       TEL
     ５７４２
      　-６８１６

自・未控室
 TEL
５７４２-６８１３

ネット控室
TEL ５７４２-６８６２

  親子ルーム
（本会議会議中のみ）

電話番号には、
最初に０３が付きます。

無所属議員控室
TEL ５７４２-６８６４

：品川区議会自民党（自民）　 　　　：品川区議会公明党（公明）  　　　　   ：民主・改革ネット（民・改）
：みんな・無所属品川（み・無）　　　 ：日本共産党品川区議団（共産）　　　      ：無所属

議会棟案内図
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票
環
境
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

自
転
車
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

❶
自
転
車
レ
ー
ン
や
ナ
ビ
マ
ー

ク
の
設
置
に
つ
い
て
ア
設
置
状
況

は
。
イ
安
全
対
策
の
効
果
は
。
ウ

今
後
の
対
策
は
。
❷
細
い
生
活
道

路
で
は
自
転
車
の
通
行
に
危
険
な

箇
所
が
あ
る
。
対
策
を
。
❸
八
潮

団
地
内
の
自
転
車
レ
ー
ン
は
、
水

色
の
幅
の
狭
い
部
分
を
通
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
矢
印
の
方
向

に
走
る
と
の
意
味
合
い
だ
が
、
周

知
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。
安
全

に
走
行
で
き
る
よ
う
ア
対
策
等
を
。

イ
矢
印
の
み
で
方
向
を
示
す
な
ど

状
況
に
応
じ
た
設
置
の
検
討
を
。

❹
講
習
会
等
で
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
普
及
促
進
を
。
❺
児
童
等
へ

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
推
進
す
る
糸

口
と
し
て
、
ま
ず
は
多
子
家
庭
へ

の
購
入
助
成
金
制
度
の
創
設
を
。

　

防
災
ま
ち
づ
く
り
部
長　

❶
ア

約
6.2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
自
転
車
走

行
レ
ー
ン
等
を
整
備
し
て
い
る
。

イ
立
会
道
路
の
自
転
車
走
行
レ
ー

ン
整
備
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

効
果
を
確
認
し
て
い
る
。
ウ
27
年

度
に
実
施
す
る
調
査
に
よ
り
、
レ

ー
ン
の
設
置
が
可
能
な
路
線
を
抽

出
し
、
主
要
幹
線
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
を
基
本
に
検
討
し
て
い
く
。

❷
ナ
ビ
マ
ー
ク
等
の
ハ
ー
ド
対
策

と
交
通
安
全
の
啓
発
を
あ
わ
せ
て

実
施
し
て
い
く
。
❸
ア
今
後
も
機

会
が
あ
る
ご
と
に
周
知
に
努
め
る
。

イ
八
潮
団
地
内
の
区
道
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
工
事
で
は
、
路
肩
の
カ
ラ

ー
化
を
基
本
と
し
、
必
要
な
箇
所

に
は
矢
印
を
表
示
す
る
な
ど
、
引

き
続
き
交
通
安
全
対
策
を
行
っ
て

い
く
。
❹
親
子
自
転
車
安
全
教
室

等
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
含
め

た
交
通
安
全
の
啓
発
を
進
め
て
い

る
。
❺
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
自
ら
用
意

　

❶
障
が
い
児
の
発
達
相
談
の
ニ

ー
ズ
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
場

の
確
保
等
は
。
❷
品
川
児
童
学
園

は
平
成
28
年
度
か
ら
改
築
さ
れ
る

が
ア
定
員
拡
大
に
よ
る
療
育
の
利

用
者
増
の
見
込
み
は
。
イ
土
曜
日

ク
ラ
ス
実
施
の
見
通
し
は
。
ウ
教

育
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
相
談
や

療
育
の
一
貫
し
た
支
援
体
制
へ
の

考
え
は
。
❸
心
身
障
害
者
福
祉
会

館
の
移
動
型
磁
気
ル
ー
プ
に
つ
い

て
ア
貸
し
出
し
の
周
知
を
。
イ
館

外
ま
で
貸
し
出
し
範
囲
を
広
げ
て

は
。
ウ
受
信
機
と
な
る
補
聴
器
等

の
貸
し
出
し
を
。
❹
28
年
４
月
よ

り
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ

れ
る
が
ア
区
職
員
に
研
修
の
実
施

を
。
イ
区
役
所
の
更
な
る
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
を
。
ウ

郵
便
物
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
を
明

記
す
る
な
ど
合
理
的
配
慮
か
ら
き

め
細
か
い
応
対
を
。
❺
狛
江
市
で

は
知
的
障
が
い
者
等
に
対
し
障
が

い
者
団
体
が
わ
か
り
や
す
い
選
挙

公
報
誌
を
作
成
し
、
投
票
の
推
進

を
図
っ
た
。
区
で
も
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
い
選
挙

公
報
誌
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
は
。

　

区
長　

❶
昨
年
、
戸
越
ル
ー
ム

を
開
設
し
、
よ
り
多
く
の
相
談
を

行
え
る
よ
う
に
し
た
。
❷
ア
新
施

設
で
は
、
児
童
発
達
支
援
の
対
象

に
肢
体
不
自
由
児
も
加
え
る
予
定

だ
。
イ
対
象
を
拡
大
し
、
共
働
き

家
庭
の
子
の
支
援
も
視
野
に
入
れ

て
い
く
。
ウ
今
後
も
切
れ
目
の
な

い
支
援
が
行
え
る
よ
う
、
教
育
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携
を

深
め
て
い
く
。
❸
ア
イ
ウ
し
っ
か

り
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
貸
し

出
し
状
況
等
を
確
認
し
な
が
ら
、

検
討
す
る
。
❹
ア
イ
ウ
区
に
お
け

る
合
理
的
配
慮
の
基
準
を
設
け
る

と
と
も
に
、
職
員
の
障
害
へ
の
理

解
の
向
上
や
各
職
場
に
お
け
る
き

め
細
か
な
対
応
に
努
め
て
い
く
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

❺

選
挙
公
報
以
外
の
候
補
者
情
報
の

作
成
は
、
障
害
者
団
体
等
が
選
挙

の
公
正
を
妨
げ
な
い
範
囲
で
行
う

も
の
と
考
え
て
い
る
。
選
挙
管
理

委
員
会
と
し
て
は
、
障
害
者
の
投

す
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

観
光
資
源
を
活
か
し
た
立
会
川
駅

周
辺
と
花
海
道
の
賑
わ
い
づ
く
り

に
つ
い
て

　

❶
坂
本
龍
馬
像
や
再
現
さ
れ
た

浜
川
砲
台
を
活
用
し
、
旧
東
海
道

を
北
品
川
か
ら
鈴
ヶ
森
刑
場
跡
ま

で
つ
な
が
り
を
持
た
せ
る
よ
う
な

新
観
光
ル
ー
ト
づ
く
り
を
提
案
す

　

平
成
27
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
区
政
全
般
に

つ
い
て
、
９
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

以
下
、概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区
政
を
き
く

（
一
般
質
問
）

　

❶
区
長
の
３
期
目
に
お
け
る
チ

ャ
レ
ン
ジ
の
考
え
は
。
❷
自
治
体

の
長
と
し
て
品
川
区
を
ど
の
よ
う

に
運
営
し
て
い
く
の
か
。
❸
組
織

改
正
で
事
業
部
か
ら
部
制
に
変
え

た
が
ア
狙
い
は
。
イ
評
価
は
。
ウ

横
断
的
な
組
織
連
携
が
重
要
で
は
。

エ
積
極
的
な
政
策
提
案
に
は
、
人
・

も
の
・
金
の
予
算
を
つ
け
る
等
の

体
制
整
備
が
必
要
で
は
。
オ
政
策

実
現
の
た
め
、
企
画
部
が
横
の
連

携
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　

区
長　

❶
積
極
的
な
施
策
を
推

進
す
る
。
❷
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ

て
よ
し
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
全

力
を
傾
注
す
る
。
❸
ア
よ
り
き
め

細
や
か
で
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対
応

が
で
き
る
組
織
と
し
て
再
編
し
た
。

イ
順
調
な
滑
り
出
し
だ
。
ウ
本
部

制
や
Ｐ
Ｔ
を
組
み
、
組
織
横
断
的

な
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
エ
必
要

な
施
策
に
は
予
算
を
多
く
投
入
す

る
な
ど
迅
速
な
施
策
を
可
能
と
す

る
対
応
も
図
っ
て
い
る
。
オ
積
極

的
な
支
援
や
調
整
を
さ
せ
て
い
る
。

地
域
福
祉
の
さ
ら
な
る
充
実

に
つ
い
て

　

❶
地
域
福
祉
計
画
に
お
け
る
現

状
の
評
価
等
は
。
❷
実
施
計
画
の

見
直
し
で
高
齢
者
の
問
題
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
の
か
。
❸
日
本
創

成
会
議
人
口
減
少
問
題
検
討
分
科

会
の
報
告
に
お
け
る
高
齢
者
優
遇

制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
見
解

を
。
❹
第
六
期
介
護
保
険
事
業
計

画
を
策
定
す
る
際
、
２
０
２
５
年

問
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
計
画
し

た
の
か
。
❺
介
護
予
防
の
手
助
け

と
な
る
シ
ル
バ
ー
大
学
等
の
事
業

を
、
区
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

べ
き
で
は
。
❻
施
設
と
在
宅
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
事
業
面
か
ら
の

交
流
を
図
る
べ
き
で
は
。
❼
区
が

め
ざ
す
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

と
は
。
❽
在
宅
介
護
シ
ス
テ
ム
の

今
後
の
展
開
等
は
。
❾
杉
並
区
が

南
伊
豆
に
特
養
を
開
設
す
る
と
い

っ
た
記
事
等
を
目
に
す
る
が
、
区

の
見
解
は
。
❿
地
域
密
着
型
特
養

と
小
規
模
多
機
能
施
設
を
併
設
し

た
複
合
施
設
の
計
画
的
な
整
備
を
。

　

福
祉
部
長　

❶
地
域
と
の
連
携
・

協
働
に
よ
る
課
題
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
❷
増

大
す
る
高
齢
者
に
き
め
細
か
く
対

応
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
る
。
❸
高
齢
者
に
対

し
て
は
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
適

宜
適
切
に
提
供
す
る
こ
と
を
念
頭

に
施
策
を
展
開
す
る
。
❹
平
成
37

年
を
見
据
え
、
地
域
で
高
齢
者
を

支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
方
針
と
し
た
。
❺
関

係
各
課
と
連
携
し
介
護
予
防
等
の

充
実
に
努
め
る
。
❻
地
域
で
の
交

流
が
活
発
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

❼
医
療
・
介
護
等
が
様
々
な
担
い

手
と
の
連
携
に
よ
り
、
一
体
的
に

提
供
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
を
推

進
し
て
い
る
。
❽
区
独
自
の
体
制

を
構
築
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
共
有

を
め
ざ
す
。
ま
た
、
民
間
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
と
連
携
し
、
機
能

強
化
に
取
り
組
む
。
❾
他
自
治
体

の
取
り
組
み
等
を
注
視
す
る
。
❿

杜
松
地
域
密
着
型
多
機
能
ホ
ー
ム

の
運
営
状
況
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

❶
危
険
水
域
に
あ
る
特
殊
出
生

率
を
ど
う
捉
え
る
の
か
。
❷
し
な

が
わ
ネ
ウ
ボ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

新妻さえ子　議員（公明）

障がい児・者の福祉の向上
について

中
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の

早
期
事
業
化
を
。
❸
保
健
師
と
子

育
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
一
緒
に

作
成
す
る
子
育
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

事
業
化
を
。
❹
オ
ア
シ
ス
ル
ー
ム

の
ア
増
設
を
。
イ
利
用
時
間
の
制

限
緩
和
を
。
❺
マ
マ
の
た
め
の
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
等
の
確
保

が
必
要
で
は
。
❻
「
マ
マ
活
」
に

参
加
し
て
い
る
方
等
へ
の
支
援
を
。

　

子
ど
も
未
来
部
長　

❶
将
来
的

に
見
込
ま
れ
る
人
口
減
少
を
見
据

え
た
対
応
が
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。
❷
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
の
仕

組
み
等
を
具
体
的
に
検
討
す
る
。

❸
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
の
１

つ
と
し
て
今
回
の
補
正
予
算
で
上

程
し
た
。
❹
ア
イ
検
討
し
て
い
く
。

❺
自
主
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
事
業

を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
❻

女
性
の
社
会
参
加
の
多
様
化
に
対

応
し
た
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

に
つ
い
て

　

❶
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
を

行
っ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
は
。
❷

地
域
と
連
携
し
、
早
期
に
事
業
を

実
施
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

　

教
育
長　

❶
当
該
事
業
は
プ
ラ

ン
21
と
共
通
の
内
容
も
多
く
導
入

し
な
か
っ
た
。
❷
浜
川
中
学
校
区

の
取
り
組
み
を
も
と
に
検
討
す
る
。

　次回、平成 28 年1 月 1 日発行予
定の区議会だよりは、新聞折り込み
でお届けいたします。また、 平成
28 年 1 月 4 日から 11日までは品川
区内の駅の広報スタンドにも置いて
ありますので、ご利用下さい。

次回の区議会だよりは
新聞折り込みでお届けします

区
政
運
営
に
つ
い
て

石
田
　
秀
男
　
議
員

（
自
・
未
）

る
が
、
見
解
を
。
❷
し
な
が
わ
花

海
道
を
生
か
し
た
水
辺
観
光
ル
ー

ト
の
開
拓
を
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　

❶

歴
史
的
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る

こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、

観
光
協
会
を
通
じ
て
、
ま
ち
歩
き

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
て
い
る
。

❷
観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
改

定
作
業
を
通
じ
、
よ
り
魅
力
あ
る

水
辺
空
間
の
創
出
を
検
討
す
る
。

　区議会だよりは区議会ホーム
ぺージからもご覧いただけます。
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❶
区
長
は
戦
争
法
案
に
つ
い
て

反
対
の
表
明
を
。
❷
４
月
に
区
は

初
め
て
幹
部
自
衛
官
を
採
用
し
、

災
害
対
策
と
危
機
管
理
担
当
部
長

を
兼
務
さ
せ
た
。
幹
部
自
衛
官
の

部
長
級
採
用
の
取
り
消
し
を
。

　

区
長　

❶
一
自
治
体
の
首
長
と

し
て
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

総
務
部
長　

❷
区
の
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
防
災
対
策
の
強
化
等
の

た
め
、
元
自
衛
官
を
採
用
し
た
。

取
り
消
し
の
考
え
は
一
切
な
い
。

要
支
援
者
の
サ
ー
ビ
ス
切
捨
て
、

職
員
の
待
遇
悪
化

介
護
保
険
の
新
制
度
は
撤
回
を

　

❶
新
制
度
が
介
護
労
働
者
の
労

働
条
件
を
悪
化
さ
せ
る
と
い
う
認

識
は
な
い
の
か
。
❷
区
独
自
の
訪

問
介
護
単
価
等
の
引
き
上
げ
を
。

❸
今
ま
で
専
門
職
の
介
護
職
員
が

行
っ
て
き
た
訪
問
介
護
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
置
き
か
え
る
こ
と
は
、

サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
く
の
で
は
。

❹
介
護
認
定
は
希
望
者
全
員
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
の
説
明
を
。

　

福
祉
部
長　

❶
特
段
問
題
は
な

い
。
❷
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

❸
身
体
介
護
の
必
要
な
高
齢
者
へ

の
予
防
訪
問
は
有
資
格
者
が
行
っ

て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事

の
担
い
手
は
必
ず
し
も
資
格
が
必

要
で
は
な
い
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
に
は
多
様
な
担
い

手
が
必
要
だ
。
❹
利
用
者
全
員
に

介
護
認
定
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

障
害
者
権
利
条
約
を
生
か
し
、
移

動
・
就
労
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
な
ど
の
充
実
を

　

❶
同
行
援
護
の
時
間
数
増
を
。

❷
移
動
支
援
の
報
酬
単
価
の
引
き

上
げ
を
。
❸
移
動
保
障
の
た
め
に

も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
。

❹
法
定
雇
用
率
を
超
え
て
障
害
者

雇
用
を
行
う
べ
き
で
は
。
❺
就
労

支
援
施
設
の
増
設
を
。
❻
団
体
等

が
講
演
会
を
行
う
と
き
も
無
料
で

手
話
通
訳
の
派
遣
を
。
❼
中
途
失

聴
・
難
聴
者
が
手
話
を
習
得
す
る

た
め
の
講
座
等
を
行
っ
て
は
。

　

福
祉
部
長　

❶
基
準
を
設
け
、

利
用
状
況
を
確
認
し
て
給
付
し
て

い
る
。
❷
見
直
し
は
考
え
て
い
な

い
。
❸
考
え
て
い
な
い
。
❹
区
で

は
法
定
雇
用
率
を
上
回
る
雇
用
率

を
達
成
し
て
い
る
。
❺
ふ
れ
あ
い

作
業
所
が
法
内
事
業
化
す
る
等
、

充
実
し
て
き
て
い
る
。
❻
主
催
者

が
準
備
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

❼
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
を

実
施
し
、
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
方
法
を
紹
介
し
て
い
る
。

認
可
保
育
園
増
設
歓
迎　

来
年
４

月
の
待
機
児
ゼ
ロ
へ
必
要
な
認
可

保
育
園
増
設
を

　

❶
平
成
28
年
４
月
の
入
園
希
望

者
の
見
通
し
は
。
❷
区
の
将
来
人

口
予
測
が
変
わ
っ
た
が
、
保
育
園

増
設
計
画
に
変
更
は
あ
る
の
か
。

❸
３
歳
以
降
の
受
け
皿
の
た
め
、

小
規
模
施
設
で
は
な
く
認
可
保
育

園
の
増
設
を
。
❹
園
庭
の
な
い
株

式
会
社
立
の
保
育
園
が
急
増
し
て

い
る
。
実
態
の
把
握
と
改
善
を
。

❺
保
育
士
の
賃
金
が
保
障
さ
れ
る

よ
う
企
業
へ
の
指
導
を
。
❻
保
育

所
等
の
利
用
料
改
定
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
利
用
者
負
担
増
は
や

め
る
べ
き
で
は
。

　

子
ど
も
未
来
部
長　

❶
３
千
人

と
推
定
し
て
い
る
。
❷
推
計
結
果

を
踏
ま
え
、
保
育
・
教
育
施
設
と

各
事
業
の
確
保
方
策
に
反
映
し
て

い
く
。
❸
バ
ラ
ン
ス
よ
く
開
設
す

る
。
❹
代
替
場
所
で
あ
る
公
園
等

を
活
用
し
適
切
な
保
育
が
行
わ
れ

て
い
る
。
❺
区
が
指
導
す
る
考
え

は
な
い
。
❻
全
体
と
し
て
利
用
者

負
担
が
増
加
す
る
も
の
で
は
な
い
。

子
ど
も
の
貧
困
は
自
己
責
任
で
は

な
い　

政
治
の
責
任
で
連
鎖
断
ち

切
る
対
策
を

　

❶
子
ど
も
の
貧
困
へ
の
対
応
は

自
助
努
力
へ
の
支
援
が
基
本
な
の

か
。
❷
子
ど
も
の
貧
困
の
把
握
を
。

❸
子
ど
も
の
貧
困
削
減
目
標
を
つ

く
り
推
進
体
制
を
整
え
て
は
。
❹

給
付
型
奨
学
金
の
創
設
を
。
❺
塾

等
の
費
用
を
就
学
援
助
の
対
象
と

し
て
は
。
❻
学
校
給
食
の
保
護
者

負
担
の
軽
減
を
。
❼
ひ
と
り
親
家

庭
へ
の
家
賃
助
成
等
の
支
援
を
。

　

子
ど
も
未
来
部
長　

❶
自
助
努

力
へ
の
支
援
が
基
本
ス
タ
ン
ス
だ
。

❷
各
種
事
業
の
実
施
等
に
お
い
て

子
ど
も
の
状
況
の
把
握
に
努
め
て

い
る
。
❸
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
運
営
協
議
会
を
活
用
し
て
い

く
。
❹
設
け
る
考
え
は
な
い
。
❺

公
平
性
の
観
点
か
ら
対
象
費
目
に

加
え
て
い
な
い
。
❻
実
施
す
る
考

え
は
な
い
。
❼
考
え
て
い
な
い
。

　

❶
国
家
戦
略
特
区
等
の
目
的
や

手
法
等
を
鑑
み
、
経
済
波
及
効
果

が
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
、
積
極
的
な

調
査
研
究
を
。
❷
今
後
の
特
区
申

請
に
当
た
り
最
も
大
切
と
考
え
る

こ
と
は
。
❸
羽
田
か
ら
秋
葉
原
の

舟
運
の
可
能
性
を
検
証
す
る
社
会

実
験
が
、
千
代
田
区
や
国
土
交
通

省
等
の
８
事
業
者
で
進
め
ら
れ
て

い
る
が
ア
事
業
の
情
報
を
ど
こ
ま

で
収
集
し
て
い
る
の
か
。
イ
今
後

の
展
開
は
。
ウ
都
と
連
携
し
、
舟

運
事
業
の
可
能
性
を
模
索
し
て
は
。

❹
来
訪
外
客
数
増
と
宿
泊
施
設
の

稼
働
率
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、

今
後
宿
泊
施
設
は
飽
和
状
態
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
早
期
の

対
策
が
必
要
で
は
。
❺
空
き
部
屋

貸
し
に
つ
い
て
ア
個
人
の
住
宅
の

一
部
等
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

介
し
貸
し
出
す
シ
ス
テ
ム
が
出
現

し
て
い
る
が
、
現
状
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
イ
大
阪
府

で
は
旅
館
業
法
の
特
例
を
制
定
す

る
動
き
が
あ
る
が
、
早
期
に
区
も

都
と
情
報
共
有
し
、
何
ら
か
の
手

段
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　

区
長　

❶
区
に
メ
リ
ッ
ト
を
も

た
ら
す
規
制
緩
和
に
つ
い
て
、
情

報
収
集
や
検
討
を
進
め
て
い
く
。

❷
特
区
の
認
定
が
将
来
に
向
け
て

品
川
区
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の

と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。
❸
ア
イ

採
算
等
を
検
討
す
る
と
聞
い
て
い

る
。
天
王
洲
の
民
間
事
業
者
の
桟

橋
も
活
用
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

更
な
る
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

ウ
都
主
催
の
「
水
辺
空
間
活
用

（
舟
運
）
ワ
ー
キ
ン
グ
」
に
参
画

し
、
舟
運
の
活
性
化
を
検
討
し
て

い
く
。
❹
民
間
事
業
者
へ
の
働
き

か
け
や
国
家
戦
略
特
区
の
活
用
等

も
行
い
な
が
ら
、
検
討
を
進
め
て

い
く
。
❺
ア
旅
館
業
法
に
抵
触
す

る
可
能
性
が
あ
る
一
方
で
、
実
態

把
握
等
が
難
し
い
こ
と
か
ら
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。
イ
都
と
連
携

し
情
報
を
共
有
し
て
い
く
。

品
川
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

❶
補
助
26
号
線
は
豊
町
地
区
と

平
塚
橋
地
区
を
整
備
中
で
、
平
成

30
年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

現
時
点
で
の
進
捗
状
況
は
。
❷
補

助
29
号
線
に
つ
い
て
ア
用
地
取
得

率
か
ら
み
る
と
整
備
の
延
伸
が
危

惧
さ
れ
る
が
、
所
見
を
。
イ
都
と

の
連
携
は
。
❸
都
は
、
特
定
整
備

路
線
の
相
談
窓
口
に
移
転
等
に
関

連
し
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
活
用

す
る
な
ど
、
各
種
団
体
と
連
携
を

と
っ
て
い
る
の
か
。
❹
耐
震
化
の

目
標
値
は
、
民
間
が
行
っ
て
い
る

耐
震
改
修
等
に
つ
い
て
も
把
握
し
、

正
確
な
数
値
を
算
出
す
る
必
要
性

が
あ
る
の
で
は
。
❺
耐
震
化
に
向

け
て
の
支
援
事
業
を
区
民
に
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
は
。
❻
道
路

幅
員
を
拡
幅
す
る
場
合
、
沿
道
の

残
地
を
極
力
な
く
す
た
め
、
沿
道

建
築
物
の
共
同
建
て
か
え
が
有
効

で
は
。
❼
空
き
家
等
の
適
正
管
理

等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
伴
い

空
き
家
等
の
外
観
調
査
が
行
わ
れ

た
が
ア
今
後
の
対
応
は
。
イ
調
査

の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
、
空
き
家

の
有
効
活
用
等
の
判
断
材
料
と
し

て
は
。
ウ
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る

建
築
物
等
は
、
早
期
に
対
応
を
。

　

都
市
環
境
部
長　

❶
事
業
期
間

内
の
完
成
を
め
ざ
し
工
事
中
だ
。

❷
ア
都
に
よ
る
用
地
交
渉
が
引
き

続
き
行
わ
れ
て
い
る
。
イ
地
域
に

住
み
続
け
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
等
を

用
意
し
、
支
援
し
て
い
る
。
❸
相

談
窓
口
で
不
動
産
情
報
を
最
大
限

に
活
用
し
た
支
援
等
を
行
っ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
❹
事
業
者
と

の
連
携
強
化
に
よ
る
情
報
収
集
な

ど
に
努
め
、
よ
り
正
確
な
数
値
把

握
を
行
っ
て
い
く
予
定
だ
。
❺
信

頼
で
き
る
工
務
店
等
の
情
報
を
様

々
な
機
会
を
捉
え
提
供
し
て
い
く
。

❻
都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業
で

共
同
建
て
か
え
支
援
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。
❼
ア
条
例
の
周
知

や
様
々
な
助
成
等
を
紹
介
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
お
り
、

今
後
所
有
者
等
に
送
付
し
、
改
善

を
促
し
て
い
く
。
イ
外
観
か
ら
得

ら
れ
る
情
報
だ
け
で
な
く
活
用
に

必
要
な
情
報
収
集
等
を
行
い
、
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
努
め
て
い

く
。
ウ
２
件
の
物
件
を
認
定
し
た
。

今
後
一
刻
も
早
い
解
決
を
図
る
。

地
域
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
い
て

　

❶
し
な
が
わ
観
光
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
神
社
の
祭
礼
の

日
程
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
行
政

が
宗
教
行
事
に
携
わ
る
こ
と
は
政

教
分
離
に
反
す
る
可
能
性
が
あ
る

が
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
支
援
を
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　

❶

27
年
度
は
、
駅
ポ
ス
タ
ー
で
品
川

神
社
の
祭
礼
時
の
写
真
を
掲
載
し

て
い
る
。
今
後
も
観
光
協
会
か
ら

積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
る
。

いながわ貴之　議員（民・無）

特区について

列
島
揺
る
が
す
「
戦
争
法
案
廃
案
」
の
声
、
憲

法
違
反
の
戦
争
法
案
に
反
対
の
表
明
を
　
自
衛

官
の
部
長
級
採
用
の
取
り
消
し
を

鈴
木
ひ
ろ
子
　
議
員

（
共
産
）

　内閣府による平成 27年８月公表の月例経済報告において、「景気は、このところ改善
テンポにばらつきもみられるが、緩やかな回復基調が続いている」とされたものの、区
内の小規模事業者を取り巻く環境は、中国経済をはじめとした海外景気の下振れや、緩
やかに回復していた個人消費が落ち込みを見せるなど、依然として深刻な状況にある。
　こうした中、東京都が実施している「小規模住宅用地に対する都市計画税の軽減措置」
「小規模非住宅用地に対する固定資産税・都市計画税の減免措置」及び「商業地等に
おける固定資産税・都市計画税について、負担水準の上限を65％に引き下げる減額措置」
は、厳しい経営環境にある小規模事業者にとっても、事業の継続や経営の健全化への大
きな支えとなっている。
　東京都がこれらの軽減措置を廃止すれば、小規模事業者の経済的・心理的負担は極
めて大きく、回復基調にある景気に与える影響が強く危惧される。
　よって、品川区議会は東京都に対し、下記の事項について強く要望するものである。

記
１�　小規模住宅用地に対する都市計画税を２分の１とする軽減措置を平成 28年度以降
も継続すること
２�　小規模非住宅用地に対する固定資産税及び都市計画税を２割減額する減免措置を
平成 28年度以降も継続すること
３�　商業地等における固定資産税及び都市計画税について、負担水準の上限を65％に
引き下げる減額措置を平成 28年度以降も継続すること

　以上、地方自治法第 99条の規定に基づき、意見書を提出する。
　平成 27年 10月23日

品川区議会議長　大　沢　真　一　
　東京都知事　舛　添　要　一　様

固定資産税・都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書
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❶
地
区
防
災
や
各
世
代
間
の
交

流
な
ど
、
町
会
・
自
治
会
の
成
果

や
活
動
を
踏
ま
え
、
助
成
金
を
加

算
し
て
は
。
❷
祭
礼
で
み
こ
し
を

担
ぐ
こ
と
等
は
、
地
域
の
活
力
を

生
み
出
す
原
動
力
に
な
る
。
政
教

分
離
と
い
う
大
原
則
を
踏
ま
え
つ

つ
も
、
地
域
の
お
祭
り
と
し
て
支

援
す
る
こ
と
が
、
町
会
・
自
治
会

が
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
は
。
❸
空
き
家
対
策
に
つ

い
て
ア
現
状
は
。
イ
空
き
家
を
町

会
会
館
等
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。
ウ
空
き
家
問

題
の
解
決
に
向
け
、
町
会
・
自
治

会
を
支
援
す
る
制
度
の
構
築
を
。

❹
会
館
を
所
有
し
て
い
な
い
町
会

が
事
務
所
を
賃
借
し
た
場
合
、
そ

の
金
額
の
一
部
を
補
助
す
る
よ
う

な
制
度
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

❺
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
な
る
町

会
・
自
治
会
と
の
協
働
関
係
を
よ

り
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
。
❻
条
例
の
制
定
も
含
め
、
今

後
ど
の
よ
う
に
町
会
・
自
治
会
へ

の
支
援
体
制
を
と
っ
て
い
く
の
か
。

　

区
長　

❶
意
欲
あ
る
町
会
・
自

治
会
に
対
す
る
財
政
支
援
は
、
活

動
の
活
性
化
や
地
域
課
題
の
解
決

に
重
要
な
視
点
で
あ
り
、
効
果
的

な
支
援
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い

く
。
❷
引
き
続
き
町
会
・
自
治
会

が
行
う
お
祭
り
を
支
援
し
て
い
く

が
、
例
大
祭
神
事
の
よ
う
な
行
事

は
、
観
光
協
会
が
紹
介
す
る
の
が

適
切
だ
と
考
え
る
。
❸
ア
地
域
セ

ン
タ
ー
を
含
め
た
関
係
各
課
と
町

会
・
自
治
会
が
連
携
し
て
対
処
し

て
い
る
。
イ
有
効
な
活
用
方
法
の

１
つ
で
あ
り
、
空
き
家
等
実
態
調

査
に
基
づ
き
、
町
会
・
自
治
会
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

ウ
効
果
的
な
支
援
制
度
を
検
討
し

て
い
く
。
❹
慎
重
な
検
討
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
❺
町
会
・
自
治

会
の
負
担
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら

協
働
関
係
を
深
め
、
地
域
に
お
け

る
相
互
支
援
を
推
進
し
て
い
く
。

❻
条
例
は
平
成
28
年
第
１
回
定
例

会
に
上
程
す
る
予
定
だ
。
具
体
的

な
支
援
策
等
は
町
会
・
自
治
会
等

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
条
例
の

施
行
に
合
わ
せ
て
事
業
化
す
る
予

定
だ
。

大
井
町
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り

と
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

❶
大
井
町
駅
東
口
か
ら
品
川
方

向
へ
向
か
う
線
路
沿
い
の
道
路
を

拡
幅
し
、
歩
行
者
の
利
便
を
向
上

で
き
な
い
か
。
❷
大
井
町
線
高
架

下
の
耐
震
化
工
事
に
つ
い
て
ア
進

捗
状
況
は
。
イ
工
事
終
了
後
は
商

業
利
用
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

❸
Ｊ
Ｒ
広
町
社
宅
跡
地
開
発
の
進

捗
状
況
は
。
❹
大
井
町
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
所
見
を
。

❺
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等
の
普
及
促

進
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　

都
市
環
境
部
長　

❶
周
辺
地
区

の
再
開
発
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
に

合
わ
せ
、
良
好
な
歩
行
者
空
間
等

を
形
成
し
て
い
く
。
❷
ア
28
年
３

　

❶
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
新
た

な
担
い
手
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
活
用
が
不
可
欠
だ
と
考
え

る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
サ
ー
ビ

ス
体
系
を
構
築
し
て
い
く
の
か
。

❷
介
護
予
防
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
地
域
の
実
情
に
即
し
た
事
業
を

協
議
す
る
場
と
し
て
、
各
地
域
に

協
議
体
の
設
置
を
。
❸
国
は
（
仮

称
）
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
必
要
性
を
指
摘
し

て
い
る
。
今
後
の
方
向
性
は
。
❹

元
気
高
齢
者
が
対
象
の
一
般
介
護

予
防
事
業
は
ア
ど
の
よ
う
な
視
点

か
ら
見
直
し
を
図
る
の
か
。
イ
健

康
づ
く
り
事
業
も
含
め
た
再
構
築

が
必
要
で
は
。

　

区
長　

❶
社
会
福
祉
協
議
会
等

の
様
々
な
活
動
団
体
と
協
議
し
な

が
ら
体
系
化
を
図
り
、
利
用
方
法

等
を
調
整
し
て
い
く
。
❷
協
議
体

は
区
に
１
つ
、
日
常
生
活
圏
域
ご

と
に
１
つ
ず
つ
設
置
し
て
い
く
。

❸
各
地
区
に
配
置
す
る
方
向
で
検

討
を
進
め
て
い
る
。
❹
ア
介
護
予

防
の
効
果
が
更
に
発
揮
さ
れ
る
よ

う
内
容
を
検
証
す
る
。
イ
一
定
の

時
間
を
要
す
る
が
、
早
期
に
再
編

成
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

　

❶
災
害
発
生
時
の
医
療
体
制
と

し
て
、
病
院
が
な
い
地
域
に
は
学

校
に
医
療
救
護
所
を
設
置
す
る
方

向
が
示
さ
れ
て
い
る
が
ア
早
期
設

置
に
向
け
た
考
え
は
。
イ
ト
リ
ア

ー
ジ
後
の
搬
送
体
制
は
。
ウ
医
療

器
具
等
の
装
備
品
に
つ
い
て
、
所

見
を
。
❷
（
仮
称
）
し
な
が
わ
防

災
体
験
館
に
つ
い
て
ア
防
災
学
校

開
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
。
イ
研
修

を
実
施
し
、
要
援
護
者
支
援
の
担

い
手
の
育
成
を
。

　

災
害
対
策
担
当
部
長　

❶
ア
ほ

か
の
学
校
医
療
救
護
所
よ
り
早
期

に
立
ち
上
げ
る
計
画
だ
。
イ
救
急

車
や
区
庁
有
車
等
に
よ
り
搬
送
す

る
計
画
だ
が
、
民
間
救
急
の
活
用

等
も
検
討
し
て
い
く
。
ウ
13
か
所

の
学
校
医
療
救
護
所
等
へ
の
配
備

は
完
了
し
た
が
、
早
期
開
設
す
る

学
校
医
療
救
護
所
に
は
、
平
成
28

年
度
中
に
医
療
資
機
材
を
追
加
配

備
す
る
予
定
だ
。
❷
ア
防
災
意
識

の
高
揚
等
を
図
る
た
め
に
開
校
す

る
。
イ
防
災
区
民
組
織
や
事
業
者

等
を
対
象
に
し
た
コ
ー
ス
を
設
定

し
、
支
援
者
の
育
成
に
取
り
組
む
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

に
つ
い
て

　

❶
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
に
つ
い
て
ア
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
は
。
イ
ど
の
よ
う
な
視
点

で
評
価
し
て
い
る
の
か
。
ウ
働
く

意
欲
の
あ
る
女
性
等
の
力
を
更
に

活
用
す
る
た
め
、
環
境
整
備
を
。

❷
地
方
版
総
合
戦
略
の
中
に
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
視
点
を
盛

り
込
み
、
全
庁
的
な
推
進
を
。

　

地
域
振
興
部
長　

❶
ア
19
年
度

か
ら
中
小
企
業
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
支
援
事
業
を
開
始
し
て
い

る
。
イ
経
営
者
、
従
業
員
双
方
の

視
点
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

っ
て
い
る
。
ウ
社
会
環
境
の
変
化

を
見
据
え
な
が
ら
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
を
推
進
し
て
い
く
。
❷

総
合
戦
略
で
も
考
え
方
を
示
し
、

積
極
的
に
施
策
を
進
め
て
い
く
。

中
小
企
業
へ
の
事
業
承
継
支
援

に
つ
い
て

　

❶
28
年
４
月
に
改
正
中
小
企
業

経
営
承
継
円
滑
化
法
が
施
行
予
定

だ
が
ア
改
正
趣
旨
を
事
業
所
に
周

知
す
る
と
と
も
に
経
営
相
談
等
で

き
め
細
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
。
イ

事
業
承
継
支
援
の
更
な
る
拡
充
を
。

　

地
域
振
興
部
長　

❶
ア
経
営
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
在
な
ど
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
企
業
へ
は
、

経
営
相
談
等
に
よ
り
、
き
め
細
や

か
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
イ

月
末
に
全
て
の
工
事
が
完
了
す
る

予
定
だ
。
イ
商
業
利
用
を
基
本
と

し
、
テ
ナ
ン
ト
の
募
集
が
行
わ
れ

る
。
❸
既
存
建
物
の
解
体
を
含
め

早
期
に
着
手
し
、
更
な
る
に
ぎ
わ

い
創
出
に
向
け
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

❹
社
宅
跡
地
で
あ
る
広
町
の
開
発

だ
け
で
な
く
、
周
辺
地
区
も
含
め

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、

活
気
あ
る
ま
ち
が
実
現
で
き
る
と

考
え
る
。
❺
今
後
、
木
密
地
域
を

対
象
と
し
て
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
を
促
進
し
て
い
く
。

若
者
支
援
に
つ
い
て

　

❶
マ
イ
ス
ク
ー
ル
八
潮
は
、
不

登
校
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
を

図
る
場
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る

が
ア
心
理
相
談
員
等
が
常
駐
す
る

ほ
か
、
進
路
指
導
員
が
学
習
支
援

を
行
う
な
ど
、
機
能
を
拡
充
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。
イ
遠

距
離
の
通
学
は
心
配
だ
と
の
声
も

あ
り
、
マ
イ
ス
ク
ー
ル
八
潮
の
ほ

か
に
新
た
な
拠
点
整
備
が
必
要
で

は
。
ウ
卒
業
後
の
支
援
に
つ
い
て
、

見
解
は
。
❷
品
川
区
子
ど
も
・
若

者
計
画
の
検
討
状
況
は
。

　

教
育
次
長　

❶
ア
27
年
度
よ
り

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
定
期
的
に
派
遣
し
て
い
る
。
ま

た
、
高
校
の
管
理
職
経
験
者
も
ス

タ
ッ
フ
に
加
え
、
進
学
指
導
の
強

化
に
努
め
て
い
る
。
イ
八
潮
以
外

の
新
た
な
居
場
所
づ
く
り
や
支
援

体
制
等
を
検
討
し
て
い
く
。
ウ
進

路
指
導
は
あ
く
ま
で
も
在
籍
校
が

基
本
と
な
る
が
、
卒
業
後
の
生
徒

の
現
状
を
確
認
し
個
別
に
対
応
す

る
な
ど
継
続
支
援
を
行
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
❷
26
年
度
に
庁

内
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
27
年
度

も
課
題
把
握
等
の
学
習
会
を
実
施

す
る
予
定
で
研
究
を
進
め
て
い
る
。

関
係
機
関
と
の
連
携
も
図
り
、
区

内
企
業
の
実
情
に
合
わ
せ
た
専
門

的
支
援
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。

資
源
回
収
の
拡
充
に
つ
い
て

　

❶
管
理
組
合
が
な
く
集
団
回
収

が
で
き
て
い
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
等

へ
集
団
回
収
の
拡
大
を
。
❷
集
団

回
収
の
契
約
内
容
や
回
収
の
仕
方

に
よ
っ
て
は
回
収
量
が
伸
び
る
余

地
が
あ
る
。
回
収
方
法
の
改
善
を

図
る
施
策
を
。
❸
事
業
系
ご
み
の

資
源
回
収
の
更
な
る
促
進
を
。

　

都
市
環
境
部
長　

❶
集
団
回
収

へ
の
参
加
を
促
進
し
て
い
く
。
❷

区
は
回
収
業
者
の
登
録
と
組
織
化

を
行
い
、
そ
の
情
報
を
回
収
業
者

へ
提
供
す
る
な
ど
、
支
援
を
強
化

し
て
い
く
。
❸
小
規
模
事
業
所
向

け
の
事
業
系
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
を
、
回
収
業
者
と
連
携
し
普
及

促
進
し
て
い
く
。

鈴木　真澄　議員（自・未）

町会・自治会に対する支援
について

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

に
つ
い
て

た
け
う
ち
忍
　
議
員

（
公
明
）

　東京には現在、約 40万人の外国人が暮らしており、都民のおよそ30人に１人に及んでいる。
また、東京を訪れる外国人は、平成 26年には 880 万人を超え、過去最多となっている。
　今後、2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を控え、東京を訪れる外国人
の数はますます増加することが予想される。
　これら様々な国から東京に集まる外国人は、多様な文化や価値観、ライフスタイルを持ち、こ
れが東京の伝統文化と相まって、自由で豊かな国際都市東京の活力を生み出しているともいえる。
　一方、都内を始め全国の都市において、特定の国籍の外国人を排斥する趣旨の言動、いわゆ
るヘイトスピーチが行われるなど、外国人の人権が侵害されている事態が見受けられる。
　このことは、人権が尊重され、一人一人が豊かで安心して生活できる成熟した社会を実現する
ためにはあってはならないことである。また、オリンピック憲章では「人種、宗教、政治、性別、
その他の理由に基づく国や個人に対する差別」を禁じており、この理念を開催都市東京において
も実現しなければならない。
　よって、品川区議会は、国会および政府に対し、外国人の人権が十分尊重されるよう、ヘイト
スピーチ対策を含めた幅広い啓発活動を行うなど、実効性のある対策を講ずるよう強く要請する。

　以上、地方自治法第 99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　平成 27年 10月23日
品川区議会議長　大　沢　真　一　

衆議院議長　大　島　理　森　様
参議院議長　山　崎　正　昭　様
内閣総理大臣　安　倍　晋　三　様
総 務 大 臣　高　市　早　苗　様
法 務 大 臣　岩　城　光　英　様

外国人の人権が十分尊重されることを求める意見書
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❶
区
民
が
景
気
回
復
の
実
感
が

な
く
苦
し
ん
で
い
る
時
に
、
区
民

の
代
表
で
あ
る
区
議
会
議
員
が
何

も
し
な
い
で
い
い
わ
け
が
な
い
。

議
員
報
酬
の
月
額
60
万
５
千
円
を

30
％
カ
ッ
ト
し
、
高
額
な
役
職
手

当
を
50
％
カ
ッ
ト
す
る
な
ど
、
議

員
も
身
を
切
る
改
革
を
行
う
べ
き

で
は
。
❷
議
員
の
適
正
な
報
酬
を

判
断
す
る
公
開
の
第
三
者
機
関
の

設
置
を
。
❸
区
の
経
済
政
策
は
。

　

区
長　

❶
区
議
会
の
自
立
性
と

い
う
観
点
か
ら
、
区
議
会
に
お
い

て
検
討
す
る
こ
と
が
適
当
だ
と
考

え
て
い
る
。
❷
既
に
有
識
者
14
名

で
構
成
さ
れ
た
審
議
会
を
設
け
て

お
り
、
新
た
な
機
関
の
設
置
は
考

え
て
い
な
い
。
❸
約
49
億
円
分
の

プ
レ
ミ
ア
ム
付
区
内
共
通
商
品
券

の
発
行
等
に
よ
り
消
費
喚
起
と
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
緊
急
融
資
や
補
助
金
の
増
額

な
ど
を
状
況
の
変
化
に
対
応
し
つ

つ
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。

「
品
川
ブ
ラ
ン
ド
」
を
高
め
る
ま

ち
づ
く
り
を
。

　

❶
運
河
・
河
川
に
つ
い
て
ア
目

黒
川
の
利
活
用
は
進
め
ら
れ
つ
つ

あ
る
が
、
京
浜
運
河
、
天
王
洲
運

河
等
の
利
活
用
は
ま
だ
不
十
分
だ

と
考
え
る
。
今
後
の
利
活
用
の
取

り
組
み
は
。
イ
カ
ヌ
ー
等
の
水
上

レ
ジ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
も

行
う
べ
き
で
は
。
ウ
水
質
改
善
強

化
の
取
り
組
み
は
。
❷
旧
東
海
道

品
川
宿
地
区
街
な
み
環
境
整
備
事

業
に
つ
い
て
ア
補
助
金
の
拡
充
の

た
め
に
国
へ
の
働
き
か
け
を
積
極

的
に
行
う
べ
き
で
は
。
イ
制
度
活

用
の
た
め
区
民
へ
の
周
知
徹
底
が

必
要
で
は
。
❸
北
品
川
二
丁
目
で

と
ま
っ
て
い
る
旧
東
海
道
の
電
線

類
地
中
化
事
業
に
つ
い
て
、
今
後

の
取
り
組
み
は
。
❹
花
房
山
、
池

田
山
、
島
津
山
、
八
ツ
山
、
御
殿

山
の
い
わ
ゆ
る
城
南
五
山
の
地
域

に
つ
い
て
ア
品
川
区
景
観
計
画
の

重
点
地
区
の
指
定
な
ど
、
特
別
の

保
護
が
必
要
で
は
。
イ
景
観
規
制

等
が
か
か
ら
な
い
周
辺
地
域
等
に

も
、
適
切
な
行
政
指
導
が
必
要
で

は
。
❺
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
拡

充
の
取
り
組
み
は
。
❻
運
河
・
河

川
の
利
活
用
、
歴
史
あ
る
古
道
、

Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
拡
充
等
の

活
動
が
ば
ら
ば
ら
に
動
い
て
い
て

は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

効
果
が
半
減
す
る
。
文
化
観
光
課

を
軸
と
し
た
関
係
各
課
の
連
携
に

よ
り
、
実
効
性
あ
る
Ｐ
Ｒ
が
で
き

る
の
で
は
。
❼
運
河
・
河
川
、
旧

東
海
道
は
、
大
田
区
や
港
区
と
連

携
し
て
区
境
を
越
え
た
観
光
事
業

を
行
っ
て
は
。
❽
駅
に
観
光
案
内

所
の
登
録
を
働
き
か
け
て
は
。

　

防
災
ま
ち
づ
く
り
部
長　

❶
ア

イ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
主
催
の
カ
ヌ
ー
教
室
等

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
各
地
で
開
催

さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
水
上
レ
ジ

ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
な
ど
更

な
る
運
河
や
河
川
の
利
活
用
の
推

進
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。
ウ

立
会
川
で
は
、
高
濃
度
酸
素
溶
解

水
に
よ
る
取
り
組
み
を
実
施
し
た
。

今
後
も
都
に
下
水
道
の
合
流
改
善

の
推
進
を
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　

都
市
環
境
部
長　

❷
ア
旧
東
海

道
に
ふ
さ
わ
し
い
街
並
み
景
観
を

確
保
し
て
い
く
た
め
、
国
と
調
整

を
進
め
て
い
る
。
イ
地
域
の
景
観

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
と
も
に
制
度
の

周
知
を
図
っ
て
い
る
。
❸
現
時
点

で
は
、
計
画
は
立
て
て
い
な
い
。

❹
ア
重
点
地
区
と
は
し
て
い
な
い

が
、
景
観
計
画
で
は
周
囲
環
境
の

調
和
を
図
る
よ
う
定
め
て
い
る
。

イ
用
途
等
に
よ
る
地
域
特
性
に
応

じ
た
制
限
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、

規
制
の
遵
守
に
つ
い
て
引
き
続
き

指
導
を
行
う
。
❺
大
井
町
エ
リ
ア

の
利
用
状
況
等
を
踏
ま
え
、
検
討

を
進
め
る
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　

❻

密
接
に
庁
内
連
携
を
と
り
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
い
く
。
❼
既
に
大

田
区
と
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

❽
大
崎
駅
構
内
な
ど
３
か
所
に
設

置
し
て
お
り
、
東
急
や
京
急
に
も

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

区
民
が
ほ
と
ん
ど
利
用
し
て
い
な

い
保
養
所
の
品
川
荘
と
光
林
荘
は

売
却
を
。

　

❶
区
民
が
ほ
と
ん
ど
利
用
し
て

い
な
い
品
川
荘
と
光
林
荘
は
売
却

し
、
売
却
費
用
お
よ
び
将
来
発
生

し
得
る
宿
泊
助
成
等
の
維
持
費
用

を
、
も
っ
と
重
要
な
区
の
施
策
に

回
す
べ
き
で
は
。

　

地
域
振
興
部
長　

❶
客
室
稼
働

率
等
か
ら
、
利
用
状
況
は
一
定
の

水
準
に
あ
る
も
の
と
評
価
し
て
い

る
。
ま
た
、
コ
ス
ト
面
に
お
い
て

も
民
間
貸
付
方
式
導
入
後
は
経
費

を
約
３
億
２
千
万
円
削
減
し
た
。

よ
り
多
く
の
区
民
に
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

❶
29
号
線
整
備
に
つ
い
て
、
区

長
は
平
成
26
年
10
月
、
都
に
十
分

な
補
償
と
支
援
の
道
筋
を
つ
け
て

い
る
と
述
べ
た
が
、
そ
の
後
具
体

的
に
何
を
求
め
た
の
か
。
❷
住
民

の
思
い
と
か
け
離
れ
た
ま
ち
壊
し

の
戸
越
公
園
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
を
撤
回
し
て
は
。
❸
地

域
住
民
の
会
か
ら
、
直
接
声
を
聞

く
こ
と
を
求
め
る
が
、
見
解
を
。

❹
防
災
の
役
に
立
た
な
い
29
号
線

道
路
計
画
は
、
都
に
廃
止
を
求
め

る
べ
き
で
は
。
❺
区
内
に
優
先
整

備
路
線
候
補
は
12
本
あ
る
。
都
が

策
定
す
る
第
４
次
事
業
化
計
画
の

優
先
整
備
路
線
に
し
な
い
よ
う
求

め
る
が
、
見
解
を
。

　

都
市
環
境
部
長　

❶
住
民
や
商

店
街
へ
の
補
償
に
つ
い
て
、
都
に

十
分
な
対
応
を
行
う
よ
う
求
め
て

き
た
。
❷
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
地
元
発
意
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
お

り
、
撤
回
す
る
考
え
は
な
い
。
❸

事
業
施
行
者
が
都
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
区
単
独
で
懇
談
会
を
開
催
す

る
予
定
は
な
い
が
、
都
と
区
が
連

携
し
町
会
な
ど
を
単
位
と
し
た
懇

談
会
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
る
。

❹
廃
止
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。

❺
選
定
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
決

め
る
の
で
は
な
く
、
全
て
の
路
線

に
つ
い
て
検
証
を
行
う
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

荏
原
四
中
跡
地
は
特
養
ホ
ー
ム
と
、

避
難
所
に
な
る
区
民
集
会
所
な
ど

地
域
の
願
い
に
応
え
た
施
設
建
設

を
　

❶
荏
原
第
四
中
学
校
跡
地
は
、

建
て
か
え
の
た
め
の
代
替
地
に
す

る
こ
と
を
や
め
、
地
元
住
民
の
願

い
に
応
え
、
特
養
ホ
ー
ム
と
避
難

所
に
な
る
区
民
集
会
所
の
建
設
を
。

❷
26
年
９
月
、
特
養
ホ
ー
ム
の
増

設
に
つ
い
て
は
適
地
を
検
討
し
て

い
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
ど

こ
を
検
討
し
た
の
か
。

　

企
画
部
長　

❶
地
域
か
ら
は
災

害
へ
の
備
え
に
活
用
す
る
こ
と
が

強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
公
共
施
設
有

効
活
用
プ
ラ
ン
や
今
後
策
定
予
定

の
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
な
ど

を
も
と
に
検
討
し
て
い
く
。
❷
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
の
施
設
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
介
護
状
態
像
や
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
整
備
を
総
合
的
、
計
画
的
に
行

っ
て
お
り
、
そ
の
適
地
に
つ
い
て

は
用
地
情
報
等
を
活
用
し
検
討
を

重
ね
て
い
る
。

区
長
は
住
宅
街
を
低
空
飛
行
す
る

羽
田
新
ル
ー
ト
案
に
反
対
を
表
明

し
、
区
民
と
共
に
「
オ
ー
ル
品

川
」
で
撤
回
を

　

❶
羽
田
空
港
の
離
発
着
便
を
増

や
す
た
め
、
品
川
の
住
宅
街
を
低

空
飛
行
す
る
住
宅
地
ル
ー
ト
案
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。
飛
行
経
路
直

下
の
住
宅
戸
数
等
を
区
独
自
で
調

査
し
、
公
表
を
。
❷
品
川
を
通
過

し
な
い
海
上
ル
ー
ト
案
が
好
ま
し

い
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
国
に
そ

の
理
由
を
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に

伝
え
た
の
か
。
❸
独
自
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
住
民
の
意
見
等
を

国
に
示
す
べ
き
で
は
。

　

都
市
環
境
部
長　

❶
❸
事
業
者

で
あ
る
国
や
航
空
会
社
が
行
う
べ

き
こ
と
で
あ
り
、
区
と
し
て
行
う

考
え
は
な
い
。
❷
26
年
８
月
に
、

現
状
ル
ー
ト
で
の
増
便
で
対
応
で

き
な
い
か
と
い
う
要
望
を
都
や
関

係
区
市
連
絡
会
を
通
じ
伝
え
た
が
、

十
分
な
処
理
能
力
の
拡
大
が
得
ら

れ
な
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

若
者
か
ら
夢
も
希
望
も
奪
う
労
働

者
派
遣
法
の
改
悪
に
反
対
を

　

❶
若
者
が
人
間
ら
し
く
希
望
を

持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
デ
ィ

ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
は
重
要

だ
と
思
う
が
、
見
解
を
。
❷
労
働

者
派
遣
法
の
改
悪
に
、
区
長
は
撤

回
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

　

地
域
振
興
部
長　

❶
26
年
度
は

若
者
就
業
体
験
事
業
を
通
じ
19
人

が
正
社
員
と
し
て
就
業
し
た
。
引

き
続
き
若
者
の
就
業
を
支
援
し
て

い
く
。
❷
労
働
者
派
遣
法
の
改
正

は
、
国
会
で
の
議
論
を
も
と
に
成

立
し
た
も
の
で
あ
り
、
法
の
趣
旨

を
理
解
し
区
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
く
。

も
う
フ
ク
シ
マ
を
忘
れ
た
の
か
！

川
内
原
発
再
稼
働
に
反
対
し
、
原

発
ゼ
ロ
の
表
明
を

　

❶
川
内
原
発
再
稼
働
に
反
対
し
、

原
発
ゼ
ロ
の
表
明
を
。

　

区
長　

❶
国
の
責
任
に
お
い
て

判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
一
自

治
体
の
首
長
と
い
う
立
場
で
意
見

す
る
考
え
は
な
い
。

道
州
制
へ
の
移
行
、
成
長
戦
略
を
や
っ
て
い
な

い
か
ら
、
実
感
で
き
る
景
気
回
復
が
起
き
て
い

な
い
。
議
員
も
「
身
を
切
る
改
革
」
を
。

筒
井
よ
う
す
け
　
議
員

（
維
・
無
）

のだて稔史　議員（共産）

29号線道路計画を廃止し、
人がふれあう戸越公園駅周
辺のまちを守れ

　住民福祉の増進等に責任を負う地方自治体においては、地方がその責任と権限に応じた役割を果たせるよう、
地方税財源の拡充を図る必要がある。
　しかし、国は、平成 26年度税制改正において、地方法人特別税・地方法人特別譲与税を継続するとともに、
地方消費税率の引上げにより、地方の貴重な自主財源である法人住民税の国税化を新たに導入し、消費税率の
10パーセントへの引上げ時には、法人住民税の国税化をさらに進めるとした。
　本年６月末に決定された「経済財政運営と改革の基本方針2015」においても、「地方の税収増が見込まれる中、
『税制抜本改革法』を踏まえ、地域間の税源の偏在を是正する方策を講ずる」とされており、法人住民税の国
税化の更なる拡大や他の不合理な偏在是正措置の導入が危惧される。こうした措置は、地方税財源の拡充につ
ながらず、地方の自立そのものを妨げ、地方分権の流れに逆行するものである。
　品川区には、切迫する首都直下地震への対策をはじめ、保育所待機児童の解消や急激に押し寄せる高齢化
への対応、高度成長期に全国に先駆けて建設された公共施設の維持・更新、産業振興対策など、大都市特有
の膨大な財政需要が存在しており、税収の多さのみに着目して、財政的に富裕であると断ずることは適当でない。
　地方自治体が責任を持って充実した行政サービスを提供していくためには、需要に見合う財源の確保が不可
欠であり、限られた地方税財源の中での財源調整では、地方財政が抱える巨額の財源不足という問題の根本的
な解決を図ることはできない。
　よって、品川区議会は、国会及び政府に対し、地方税の根本原則をゆがめる地方法人特別税・地方法人特
別譲与税と法人住民税の国税化を直ちに撤廃して地方税として復元するとともに、不合理な偏在是正措置を新
たに導入することなく、地方が担う権限と責任に見合う地方税財源の拡充という本質的な問題に取り組むよう強く
要請する。

　以上、地方自治法第 99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　平成 27年 10月23日
品川区議会議長　大　沢　真　一　

　衆 議 院 議 長� 大　島　理　森　様
　参 議 院 議 長� 山　崎　正　昭　様
　内 閣 総 理 大 臣� 安　倍　晋　三　様
　総 務 大 臣� 高　市　早　苗　様
　財 務 大 臣� 麻　生　太　郎　様
　社会保障・税一体改革担当大臣� 甘　利　　　明　様
　経 済 財 政 政 策 担 当 大 臣� 甘　利　　　明　様
　地 方 創 生 担 当 大 臣� 石　破　　　茂　様

地方税財源の拡充に関する意見書



一 般 質 問

No.252　発行　平成 27 年（2015 年）11 月 18 日 6

　

❶
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
助
成
を
再
度
要
望
す
る
が
、

見
解
は
。
❷
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

に
は
13
価
ワ
ク
チ
ン
と
23
価
ワ
ク

チ
ン
の
２
種
類
が
あ
る
。
23
価
ワ

ク
チ
ン
は
高
齢
者
に
対
し
定
期
接

種
と
な
っ
て
い
る
が
ア
23
価
ワ
ク

チ
ン
を
任
意
接
種
助
成
で
受
け
た

場
合
、
同
じ
23
価
ワ
ク
チ
ン
を
定

期
接
種
で
再
接
種
す
る
こ
と
は
で

き
る
の
か
。
イ
13
価
ワ
ク
チ
ン
を

任
意
接
種
し
た
場
合
、
23
価
ワ
ク

チ
ン
を
定
期
接
種
で
受
け
る
こ
と

は
で
き
る
の
か
。
ウ
23
価
ワ
ク
チ

ン
と
と
も
に
13
価
ワ
ク
チ
ン
も
助

成
対
象
に
加
え
て
は
。
❸
風
疹
に

免
疫
を
持
た
な
い
20
～
40
代
へ
様

々
な
形
で
啓
発
を
。
❹
妊
娠
を
望

む
女
性
に
は
、
過
去
の
麻
疹
・
風

疹
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
助
成
を
行
う
べ
き
で

は
。
❺
女
性
の
健
康
診
査
等
に
風

疹
抗
体
検
査
を
加
え
て
は
。
❻
母

子
感
染
症
に
対
す
る
啓
発
の
現
状

等
は
。
❼
デ
ン
グ
熱
対
策
に
つ
い

て
ア
平
常
時
の
対
応
は
。
イ
定
点

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
公
開
し

て
い
る
区
も
あ
る
が
、
品
川
区
の

対
応
は
。

　

品
川
区
保
健
所
長　

❶
国
の
定

期
接
種
化
に
向
け
た
検
討
状
況
を

注
視
し
、
検
討
し
て
い
く
。
❷
ア

イ
既
に
23
価
ワ
ク
チ
ン
を
任
意
接

種
し
て
い
る
場
合
は
定
期
接
種
の

対
象
と
は
な
ら
な
い
が
、
13
価
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
る
場
合
は
、

23
価
ワ
ク
チ
ン
を
定
期
接
種
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ウ
国
が
定
期
接

種
化
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
課
題
だ
。

❸
区
報
で
の
周
知
の
ほ
か
、
保
健

所
等
で
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
周
知

し
て
い
る
。
❹
妊
婦
健
診
で
風
疹

抗
体
価
が
低
い
場
合
の
予
防
接
種

助
成
は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

❺
健
康
診
査
で
抗
体
検
査
を
実
施

す
る
の
で
は
な
く
、
予
防
接
種
の

接
種
率
の
向
上
等
に
努
め
る
。
❻

母
子
保
健
バ
ッ
グ
に
風
疹
な
ど
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
封
入
し
て
い
る
。

今
後
は
、
妊
婦
と
面
接
を
行
う
際
、

個
別
に
話
を
す
る
予
定
だ
。
❼
ア

雨
水
ま
す
へ
の
薬
剤
投
入
を
開
始

し
、
蚊
の
発
生
抑
制
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
イ
都
で
公
表
し
て
お
り
、

区
は
状
況
を
踏
ま
え
観
測
の
必
要

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

品
川
区
の
学
校
保
健
に
つ
い
て

　

❶
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ

い
て
ア
教
育
委
員
会
は
、
ど
の
よ

う
な
方
針
を
各
学
校
に
通
達
し
て

い
る
の
か
。
イ
学
校
単
位
で
組
織

す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
委
員
会
の

設
置
状
況
は
。
❷
昭
和
大
学
小
児

科
な
ど
が
参
加
す
る
学
校
ア
レ
ル

ギ
ー
連
絡
会
を
立
ち
上
げ
、
誤
食

事
故
発
生
時
の
緊
急
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
の
開
設
な
ど
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
。
❸
感
染
性
胃
腸
炎
に
児
童
・

生
徒
が
罹
患
し
て
も
、
直
ち
に
出

席
停
止
の
対
象
に
な
ら
な
い
。
誤

解
に
よ
る
医
療
機
関
で
の
無
用
な

検
査
等
が
な
い
よ
う
に
、
学
校
や

園
等
に
指
導
を
。

　

教
育
次
長　

❶
ア
小
中
学
校
に

お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の

て
び
き
の
中
で
、
方
針
を
示
し
て

い
る
。
イ
全
小
中
学
校
で
設
置
を

完
了
し
て
い
る
。
❷
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
に
つ
い
て
は
各
種
研
修

会
等
を
実
施
し
て
お
り
、
緊
急
時

に
は
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
救
急
車
を

要
請
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

❸
出
席
停
止
の
判
断
に
つ
い
て
学

校
等
へ
の
周
知
を
図
り
、
無
用
な

検
査
の
依
頼
等
が
な
く
な
る
よ
う

改
善
を
図
る
。

品
川
区
の
子
育
て
支
援
施
策

に
つ
い
て

　

❶
保
育
士
の
確
保
の
現
状
と
成

果
は
。
❷
保
育
士
の
質
の
向
上
の

た
め
、
講
習
会
等
に
積
極
的
に
参

加
で
き
る
環
境
を
整
え
て
は
。
❸

保
育
士
需
要
な
ど
も
勘
案
し
、
保

育
専
門
学
校
を
開
校
し
て
は
。
❹

病
後
児
保
育
に
つ
い
て
ア
案
内
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。
イ

利
用
者
を
増
や
す
た
め
の
方
策
は
。

ウ
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
幼
稚

園
等
へ
の
支
援
は
。
❺
し
な
が
わ

ネ
ウ
ボ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
医
療

の
視
点
を
加
え
て
は
。

　

区
長　

❶
処
遇
改
善
等
に
よ
り
、

常
勤
保
育
士
は
ほ
ぼ
確
保
で
き
て

い
る
。
非
常
勤
職
員
は
い
ま
だ
厳

し
い
状
況
だ
。
❷
研
修
費
の
補
助

や
区
開
催
の
研
修
に
私
立
園
に
も

声
を
か
け
る
な
ど
の
対
応
を
し
て

い
る
。
❸
研
究
し
て
い
く
。
❹
ア

保
護
者
会
等
で
周
知
を
図
っ
て
い

る
。
イ
周
知
を
心
が
け
る
。
ウ
現

在
、
幼
稚
園
等
か
ら
申
し
出
は
な

い
。
ま
た
、
現
在
の
利
用
者
数
で

は
必
ず
し
も
拡
大
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
態
で
は
な
い
。
❺
医
師

会
等
の
意
見
を
聞
き
進
め
て
い
く
。

鈴木　　博　議員（自・未）

品川区の感染症対策
について

意見の分かれた議案（平成 27 年第３回定例会）

件　　　名 自・未
⑿

公 明
⑻

共 産
⑺

民・無
⑹

維・無
⑶

ネット
⑵

無所属
議員

（50音順） 結 果
⑴ ⑴

平成27年度一般会計補正予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

すまいるスクールの実施に関する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

保育の実施等に関する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
私立認定こども園、私立幼稚園および特定地域型保育事業の利用者
負担額に関する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

地区計画等の区域内における建築物の制限に関する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成26年度一般会計歳入歳出決算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成26年度国民健康保険事業会計歳入歳出決算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成26年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成26年度介護保険特別会計歳入歳出決算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○…賛成、×…反対、  （  ）は所属議員数　※無所属議員は左から氏名の50音順で表記しています。

※ 採　　択（区議会として、ご希望に賛同します。）　不採択（区議会としては、ご希望に賛同しかねます。）
　継続審査（区議会として、引き続き慎重に審査します。）

請願・陳情の結果（平成 27 年第３回定例会）
品川区議会議長あてに提出された請願・陳情について、結果をお知らせします。

付託委員会 請願・陳情件名 受理番号 結 果※

総務委員会

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書の提出に関す
る請願

平成27年
請願 第22号 採　択

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書の提出に関す
る請願

平成27年
請願 第23号 採　択

外国人の人権が十分尊重されることを求める意見書の提出に関する請願 平成27年
請願 第25号 採　択

厚生委員会 骨髄移植ドナーに対する支援制度導入に関する請願 平成27年
請願 第24号 採　択

建設委員会 補助30号線（第二京浜国道から中延駅前を通り中原街道まで）の道路拡幅
をしないよう東京都に求める請願

平成27年
請願 第21号 不採択

文教委員会 認可保育園の更なる増設で、来年４月の待機児ゼロを求める請願 平成27年
請願 第26号 不採択

行財政改革
特別委員会

羽田空港の増便計画による品川・八潮上空の飛行中止を求める請願 平成27年
請願 第14号 継続審査

大型旅客機が品川区上空を飛行することに反対するよう求める請願 平成27年
請願 第15号 継続審査

大気汚染と環境破壊を進める大型旅客機が品川区上空を飛行することに反
対する請願

平成27年
請願 第16号 継続審査

羽田空港の増便により大型旅客機が品川区上空を飛行するルート案の撤回
を求める請願

平成27年
請願 第19号 継続審査

羽田空港増便にともなう品川区上空への新飛行ルート設定に反対する請願 平成27年
請願 第20号 継続審査

未利用国有財産の取得・活用に関する陳情 平成27年
陳情 第2号 継続審査

品川区議会の予定
特別委員会 議

会
運
営
委
員
会

常任委員会 本

会

議

会　

議　

名

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進

行
財
政
改
革

文

教

建

設

厚

生

区

民

総

務

12
月
３
日
㈭
10
時

12
月
２
日
㈬
10
時

11
月
25
日
㈬
10
時
30
分

12
月
８
日
㈫
10
時
30
分

11
月
30
日
㈪
10
時

12
月
１
日
㈫
10
時

11
月
26
日
㈭
13
時

11
月
27
日
㈮
10
時

12
月
９
日
㈬
13
時

日　
　

時

　品川区は、要介護高齢者の増加が着実に見込まれていく中で、住み慣
れた地域で安心して生活できるよう、介護のセーフティネットとしての特
別養護老人ホームの計画的な整備に臨んでいる。
　今般、旧みやこ荘の跡地に新築が予定されている（仮称）上大崎三丁
目高齢者福祉施設等においては、102 床の特別養護老人ホーム、３９
名定員の短期入所生活介護事業所のほか、福祉避難所の機能を有する
地域交流スペースを　地下に設けるなど、区民福祉の一層の向上に向け
た取組みがなされている。
　しかし昨今、共同住宅の建築工事で、基礎工事の地盤調査が一部でな
されぬまま虚偽データを用いて工事が施工され、複数の杭が強固な地盤
に届かず、建物が傾いた事例が報道された。さらにその後の調査で、杭
と地盤を固定するセメント量のデータ改ざんの判明についても重ねて報道
されるなど、住民の不安や不信が広がっている。
　建築物は関係法令を遵守して建造されることが当然であるが、区施設
としての建物における安全性の担保は、区自らが積極的に行っていかな
ければならないものである。
　よって、区が施設等の新築工事等を進めるに当たっては、その契約内
容の履行の確認に万全を尽くすことで、計画的に遅滞なく高齢者福祉施
設等の整備を進められ、品川区の福祉の増進をより一層強固に図ること
を求める。
　以上、決議する。

　平成 27年 10月23日
品��川��区��議��会　

（仮称）上大崎三丁目高齢者
福祉施設等新築工事等に対する附帯決議
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１�

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（

競
技
場
の
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
）
に

つ
い
て

２�

防
災
対
策
（
職
員
参
集
訓
練
、
防
災
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
、
災
害
時
医
療
救
護

所
の
開
設
訓
練
等
）
に
つ
い
て

３�

被
災
地
支
援
（
被
災
地
ニ
ー
ズ
、
派
遣

職
員
の
数
と
業
務
内
容
等
）
に
つ
い
て

沢
田　

洋
和　

委
員
（
自
・
未
）

１�

総
合
教
育
会
議
（
設
置
の
背
景
、
教
育

大
綱
に
対
す
る
考
え
方
等
）
に
つ
い
て

２�

教
育
（
小
中
一
貫
教
育
の
法
制
化
へ
の

評
価
等
）
に
つ
い
て

３�

健
康
増
進
（
し
な
が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21

の
活
用
等
）
に
つ
い
て

４�

公
園
（
公
園
の
利
活
用
等
）
に
つ
い
て

渡
部　
　

茂　

委
員
（
自
・
未
）

１�

（
仮
称
）
障
害
児
者
総
合
支
援
施
設
（

施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
等
）
に
つ
い
て

２�

障
害
者
芸
術
活
動
（
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ

ッ
ト
活
動
の
意
義
等
）
に
つ
い
て

３�

子
ど
も
の
貧
困
（
相
対
的
貧
困
に
該
当

す
る
子
ど
も
の
人
数
、
区
の
就
学
援
助

制
度
の
概
要
等
）
に
つ
い
て

あ
く
つ　

広
王　

委
員
（
公
明
）

１�

基
金
に
つ
い
て

２
教
育
（
生
き
抜
く
力
等
）
に
つ
い
て

３�

一
般
介
護
予
防
事
業
の
再
構
築
（
こ
れ

ま
で
の
成
果
と
課
題
等
）
に
つ
い
て

４�

台
風
18
号
時
の
避
難
勧
告
発
令
の
検
証

に
つ
い
て

５�

ゆ
う
ぽ
う
と
の
跡
地
計
画
の
公
表
に
つ

い
て

若
林　

ひ
ろ
き　

委
員
（
公
明
）

１�

羽
田
空
港
の
機
能
強
化
（
機
能
強
化
の

目
的
と
計
画
内
容
、
国
に
対
す
る
区
の

態
度
表
明
、
地
域
行
事
や
住
民
等
へ
の

影
響
に
対
す
る
考
え
方
等
）
に
つ
い
て

２�

待
機
児
童
対
策
（
平
成
27
年
４
月
に
待

機
児
童
が
ゼ
ロ
に
な
ら
な
か
っ
た
理
由

等
）
に
つ
い
て

石
田　

ち
ひ
ろ　

委
員
（
共
産
）

飯
沼　

雅
子　

委
員
（
共
産
）

１�

保
育
園
保
育
料
（
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
整

合
性
、
多
子
減
額
制
度
の
対
象
割
合
、

保
育
料
の
引
き
上
げ
が
家
計
に
与
え
る

影
響
、
改
定
の
経
緯
等
）
に
つ
い
て

２�

災
害
対
策
担
当
部
長
の
任
用
（
自
衛
隊

の
任
務
、
元
自
衛
官
を
任
用
す
る
こ
と

に
対
す
る
区
民
の
利
益
等
）
に
つ
い
て

１�

認
知
症
高
齢
者
対
策
（
認
知
症
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
く
る
み
ぷ
ら
ん
」
の
内

容
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
実

績
と
今
後
の
取
り
組
み
等
）
に
つ
い
て

２�

ふ
る
さ
と
納
税
（
区
税
収
へ
の
影
響
額

と
区
へ
の
寄
附
の
実
績
、
返
礼
品
の
充

実
等
）
に
つ
い
て

松
永　

よ
し
ひ
ろ   

委
員
（
民
・
無
）

１�

保
育
園
（
保
育
士
と
施
設
長
の
平
均
経

験
年
数
、
私
立
保
育
園
等
の
保
育
内
容

や
職
場
環
境
の
把
握
等
）
に
つ
い
て

２�

防
災
（
土
砂
災
害
の
件
数
と
被
害
、
避

難
所
開
設
の
実
績
等
）
に
つ
い
て

３�

北
品
川
再
開
発
に
伴
う
目
黒
川
デ
ッ
キ

に
つ
い
て

あ
べ　

祐
美
子　

委
員
（
民
・
無
）

１�

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

つ
い
て

２�

観
光
（
品
川
道
な
ど
を
活
用
し
た
観
光

施
策
等
）
に
つ
い
て

３�

区
の
財
政
（
国
の
経
済
動
向
が
与
え
る

区
財
政
へ
の
影
響
等
）
に
つ
い
て

４�

子
育
て
支
援
（
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す

る
区
の
施
策
の
問
題
点
等
）
に
つ
い
て

藤
原　

正
則　

委
員
（
維
・
無
）

１�

重
症
心
身
障
害
者
通
所
事
業
所
ピ
ッ
コ

ロ
の
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
（
対
象
者
数
等

の
推
移
等
）
に
つ
い
て

２�

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
う
区
の
体
制
（
意
識
啓
発
を
進

め
る
た
め
の
施
策
展
開
等
）
に
つ
い
て

３�

Ｄ
Ｖ
対
策
（
職
員
へ
の
研
修
、
区
民
へ

の
意
識
啓
発
等
）
に
つ
い
て

吉
田　

ゆ
み
こ　

委
員
（
ネ
ッ
ト
）

 

決
算
特
別
委
員
会

 

　
　
　
　
を
設
置

 

決
算
特
別
委
員
会

 

　
　
　
　
を
設
置

　

９
月
18
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
平

成
26
年
度
各
会
計
決
算
の
審
査
を

付
託
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
委
員
会
を
開
会
し
、

委
員
長
、
副
委
員
長
お
よ
び
理
事

を
選
出
し
ま
し
た
。

▽
委　
　

員　

議
長
お
よ
び
議
員

　
　
　
　
　
　

選
出
監
査
委
員
を

　
　
　
　
　
　

除
く
全
議
員

▽
委
員
長��

伊
藤　

昌
宏

▽
副
委
員
長　

あ
く
つ　

広
王

　
　
　
　
　
　

南　

恵
子

▽
理　
　

事　

松
永　

よ
し
ひ
ろ

　
　
　
　
　
　

須
貝　

行
宏

　
　
　
　
　
　

吉
田　

ゆ
み
こ

　

委
員
会
で
の
審
査
は
10
月
２
日

か
ら
10
月
20
日
ま
で
の
計
７
日
間

行
わ
れ
ま
し
た
。
慎
重
審
査
の
の

ち
、
最
終
日
10
月
20
日
に
は
、
各

会
派
よ
り
意
見
表
明
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、
一
般
会
計
・
国
民

健
康
保
険
事
業
会
計
・
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
・
介
護
保
険
特

別
会
計
は
賛
成
多
数
で
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
、
10
月
23
日
の

本
会
議
で
認
定
し
ま
し
た
。

一般会計歳入歳出決算内訳

平成 26 年度　決算の概要
会 計

一 般 会 計

国民健康保険事業会計

後期高齢者医療特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

歳入決算額 

1,443 億 8,173 万 1,424 円

389 億　649 万　355 円

73 億 3,428 万 5,443 円

219 億 3,255 万 8,441 円

歳出決算額 

1,404 億　  26 万 1,139 円

377 億 4,702 万 1,800 円

72 億 8,784 万    948 円

216 億 9,441 万 8,762 円

翌年度へ繰越 

39 億 8,147 万    285 円

11 億 5,946 万 8,555 円

4,644 万 4,495 円

2 億 3,813 万 9,679 円

特別区税
43,820,951,487円
　　　（30.4％）

特別区交付金
37,932,703,000円
（26.3％）

合計
144,381,731,424円

合計
140,400,261,139円総務費

18,528,297,641円
　（13.2％）　

民生費
61,555,393,706円
　　　（43.8％）

土木費
28,039,662,897円
（20.0％）

教育費
15,131,798,031円
　　　 （10.8％）

衛生費
10,992,515,468円
　　　　  （7.8％）

議会費
857,247,342円（0.6％）

公債費　3,307,246,615円（2.4％）

産業経済費　1,988,099,439円（1.4％）

国庫支出金
25,620,216,824円
　　　　（17.7％）

使用料及び手数料
4,150,187,886円（2.9％）

都支出金
10,126,662,283円
　　　　（7.0％）

配当割交付金
855,119,000円（0.6％）
   その他
（株式等譲渡所得割交付金など）
  3,369,920,989円（2.3％）

諸収入
5,611,366,504円（3.9％）

地方消費税交付金
6,850,535,000円（4.7％）
地方消費税交付金
6,850,535,000円（4.7％）

分担金及び負担金
2,698,725,487円（1.9％）

繰越金
3,345,342,964円（2.3％）

歳 　入 歳 　出

平成26年度　各会計 決算審査のあらまし

　

決
算
特
別
委
員
会
の
７
日
目
に
、
各
会
派
を
代
表
し
て

10
人
の
委
員
が
、
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
全
般
に
わ
た

り
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

以
下
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

決算
特別委員会

総括質疑
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品
川
区
議
会
自
民
党
・
子
ど
も
未
来

　

品
川
区
議
会
自
民
党
・
子
ど
も
未

来
は
、
平
成
26
年
度
品
川
区
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
、
同
品
川
区
国
民

健
康
保
険
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、

同
品
川
区
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
、
同
品
川
区
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
、

そ
れ
ぞ
れ
認
定
い
た
し
ま
す
。

　

品
川
区
は
事
務
事
業
の
効
率
的
な

執
行
に
努
め
、
平
成
26
年
度
普
通
会

計
の
実
質
収
支
は
37
億
円
の
黒
字
、

経
常
収
支
比
率
74
・
１
％
、
人
件
費

比
率
17
・
５
％
と
健
全
財
政
を
維
持

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
着
実
な
財
政
運

営
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
区
内
開
催
や
国
家
戦
略
特
区

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
未
来
へ

の
投
資
の
側
面
を
併
せ
持
っ
て
い
ま

す
。
今
回
、
品
川
区
議
会
自
民
党
・

子
ど
も
未
来
所
属
議
員
が
本
決
算
特

別
委
員
会
に
お
い
て
質
問
、
指
摘
、

提
案
し
た
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
助
成
、
市
町
村
交
流
の
拡

充
、
防
災
・
初
期
消
火
対
応
の
充
実
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
在
宅
子

育
て
支
援
と
保
育
環
境
の
向
上
、
水

辺
の
利
活
用
と
都
市
型
観
光
の
進
展
、

商
店
街
振
興
施
策
等
は
品
川
区
政
、

区
民
生
活
の
発
展
に
お
い
て
欠
か
せ

な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
品
川
区
行

政
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の

背
後
に
あ
る
区
民
意
思
を
重
く
受
け

と
め
、
品
川
区
平
成
28
年
度
予
算
な

ら
び
に
今
後
の
品
川
区
の
各
施
策
と

し
て
具
体
化
と
反
映
を
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
、
意
見
表
明
と
い

た
し
ま
す
。

品
川
区
議
会
公
明
党

　

我
が
会
派
は
、
平
成
26
年
度
一
般

会
計
お
よ
び
各
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て
認
定
致
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
た
防
災
対
策
の
強

化
を
引
き
続
き
最
重
点
課
題
と
位
置

づ
け
、
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
セ
ッ
ト
の

増
配
備
や
道
路
の
空
洞
調
査
・
補
修

事
業
な
ど
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
し
た
。�

ま

た
改
訂
し
た
長
期
基
本
計
画
に
基
づ

き
総
合
的
な
待
機
児
童
対
策
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
区
内
共
通
商
品
券
の
発
行

な
ど
に
取
り
組
む
中
で
、
決
算
に
つ

い
て
は
、
一
般
会
計
の
実
質
収
支
が

37
億
２
千
800
万
円
余
、
単
年
度
収
支

も
５
億
４
千
500
万
円
余
の
黒
字
と
な

り
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率
も
全
て

良
好
、
引
き
続
き
健
全
財
政
を
堅
持

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
促
進
、
観
光

施
策
の
充
実
な
ど
本
格
的
な
取
り
組

み
を
求
め
る
と
と
も
に
、
法
人
住
民

税
の
さ
ら
な
る
国
税
化
の
動
向
や
今

年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
ア
ッ
プ
の

影
響
も
注
視
し
な
が
ら
柔
軟
性
の
あ

る
区
政
運
営
を
求
め
ま
す
。　

　

本
決
算
特
別
委
員
会
に
て
会
派
の

委
員
が
提
案
・
要
望
し
た
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向

け
た
品
川
の
魅
力
発
信
や
分
煙
体
制

の
整
備
、
18
歳
選
挙
権
を
踏
ま
え
た

主
権
者
教
育
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、

教
育
環
境
の
整
備
な
ど
に
対
す
る
意

見
を
、
来
年
度
予
算
編
成
等
に
反
映

す
る
よ
う
要
望
致
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
品
川
区
議
団

●
憲
法
違
反
の
戦
争
法
強
行
採
決
、

原
発
の
再
稼
働
、
社
会
保
障
改
悪
な

ど
憲
法
と
民
主
主
義
、
く
ら
し
を
壊

す
安
倍
政
治
に
Ｎ
Ｏ
を
示
す
べ
き
。

●
区
基
金
777
億
円
が
過
去
最
高
の

815
億
円
に
。
膨
ら
ん
だ
区
財
政
は
巨

大
道
路
や
超
高
層
ビ
ル
で
は
な
く
、

子
育
て
、
福
祉
、
中
小
企
業
支
援
な

ど
く
ら
し
応
援
こ
そ
最
優
先
に
。
よ

っ
て
、
２
０
１
４
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
国
保
、
後
期
高
齢
者
、
介
護
保

険
各
会
計
の
認
定
に
反
対
し
、
以
下

の
実
施
を
強
く
求
め
ま
す
。

▼
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
へ
、
認

可
保
育
園
保
育
料
値
上
げ
（
例
え
ば
、

夫
婦
と
も
年
収
400
万
円
子
ど
も
１
歳

の
世
帯
で
月
３
万
１
千
900
円
が
月

３
万
５
千
円
へ
３
千
100
円
増
）
の
中

止
。
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
の
有
料
化

と
高
額
な
延
長
料
金
の
中
止
。
就
学

援
助
入
学
準
備
金
の
入
学
前
支
給
、

給
付
型
奨
学
金
の
創
設
▼
区
長
公
約

「
保
育
園
待
機
児
ゼ
ロ
」
の
来
年
４

月
実
現
へ
、
認
可
保
育
園
の
増
設
と

園
庭
確
保
▼
高
す
ぎ
る
国
保
料
の
引

き
下
げ
、
が
ん
健
診
・
予
防
接
種
の

無
料
化
。
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
へ
、

学
校
跡
地
や
国
有
地
の
活
用
▼
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
早
期
導
入
▼
街
を

壊
す
29
号
線
な
ど
道
路
計
画
の
中
止

▼
品
川
を
低
空
飛
行
す
る
羽
田
着
陸

便
新
ル
ー
ト
に
区
長
は
反
対
を
▼
防

災
対
策
は
自
衛
隊
元
幕
僚
の
部
長
採

用
で
は
な
く
、
住
宅
耐
震
建
て
替
え

助
成
復
活
や
障
害
者
支
援
な
ど
予
防

第
一
に
▼
学
校
統
廃
合
の
検
討
中
止
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
理
解
へ
、
児
童
生
徒
の

相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
。

品
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

２
０
１
４
年
度
品
川
区
一
般
会
計

お
よ
び
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護

保
険
特
別
会
計
の
各
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
対
し
、
賛
成
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
実
質
収
支
額
は
約

37
億
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
行
政
運
営
で
は
黒
字
が
す
べ

て
評
価
と
は
な
ら
な
い
特
殊
性
が
あ

り
ま
す
。
経
済
的
に
困
難
を
抱
え
た

人
、
心
身
に
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
人
、

弱
い
立
場
の
人
、
安
定
し
た
就
労
が

で
き
な
い
若
者
な
ど
、
必
要
な
支
援

が
行
わ
れ
る
財
源
措
置
を
求
め
ま
す
。

　

特
別
区
民
税
、
国
民
健
康
保
険
料

の
収
入
率
が
改
善
し
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
所
得
の
低
い
層
の
負
担
が
重

く
厳
し
い
状
況
で
す
。
当
事
者
に
寄

り
添
い
対
処
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

待
機
児
童
対
策
と
と
も
に
子
ど
も
自

身
の
育
ち
支
援
の
充
実
を
求
め
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
手
当
で
は

把
握
で
き
な
い
子
ど
も
へ
の
対
応
の

充
実
と
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
事

業
展
開
を
求
め
ま
す
。
障
が
い
者
施

策
に
当
事
者
の
参
加
が
不
可
避
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
社
会
的
障
壁
解

消
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

品
川
区
は
協
働
に
よ
る
区
政
運
営

の
基
本
政
策
と
し
て
区
民
の
声
を
聴

き
、
区
民
へ
の
情
報
提
供
を
充
実
さ

せ
る
と
し
て
い
ま
す
。
区
民
と
の
協

働
と
は
行
政
側
の
一
方
的
な
情
報
発

信
だ
け
で
な
く
、
政
策
立
案
過
程
で

の
情
報
開
示
と
議
論
が
あ
っ
て
初
め

て
両
者
の
協
働
が
成
立
し
ま
す
。
こ

の
基
本
姿
勢
が
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

改
善
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

　

民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
は
、
平

成
26
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
国
民
健

康
保
険
事
業
会
計
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計

の
歳
入
歳
出
を
認
定
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
決
算
は
、
特
別
区

民
税
の
歳
入
が
400
億
円
を
超
え
、
歳

入
総
額
は
前
年
度
比
8.2
％
増
、
実
質

収
支
額
が
約
37
億
円
と
黒
字
を
維
持

し
、
本
区
の
堅
実
か
つ
好
調
な
財
政

状
況
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

現
在
の
経
済
状
況
を
見
渡
す
と
、
個

人
消
費
の
落
ち
込
み
で
４
～
６
月
期

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
、
格
差

や
子
ど
も
の
貧
困
も
広
が
っ
て
い
ま

す
。
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
区
民

や
区
内
事
業
者
の
現
実
を
見
据
え
た

慎
重
な
施
策
展
開
が
重
要
で
す
。

　

豪
雨
等
に
よ
る
が
け
対
策
や
木
造

密
集
地
域
の
整
備
な
ど
総
合
的
な
防

災
対
策
、
高
齢
者
の
認
知
症
対
策
や

障
が
い
者
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
拡
充
、

保
育
園
待
機
児
童
解
消
と
保
育
の
質

の
充
実
、
在
宅
子
育
て
支
援
、
町
工

場
や
中
小
企
業
・
商
業
へ
の
支
援
、

羽
田
空
港
都
心
ル
ー
ト
計
画
に
伴
う

諸
課
題
へ
の
対
応
、
小
中
一
貫
教
育

の
着
実
な
進
展
な
ど
、
多
く
の
課
題

に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
施
策
を
実
行
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
本
特
別
委
員

会
の
款
別
審
査
や
総
括
質
疑
で
の
我

が
会
派
の
指
摘
や
提
案
を
次
年
度
予

算
を
は
じ
め
今
後
の
本
区
の
施
策
に

反
映
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
と
と

も
に
、
区
民
が
安
全
に
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
長
期
的
・
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
要
望
し
て
、

意
見
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

維
新
・
無
所
属
品
川

　

維
新
・
無
所
属
品
川
は
平
成
26
年

度
の
品
川
区
一
般
会
計
、
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療

と
介
護
保
険
特
別
会
計
の
各
歳
入
・

歳
出
決
算
を
認
定
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
決
算
は
、
収
支
が
約

37
億
円
の
黒
字
に
な
り
約
61
億
円
の

基
金
を
積
上
げ
る
な
ど
、
健
全
財
政

を
維
持
す
る
区
の
堅
実
経
営
は
高
く

評
価
で
き
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
所

得
格
差
が
広
が
り
、
若
者
や
中
高
年

や
高
齢
者
な
ど
に
低
所
得
者
層
が
増

え
続
け
る
状
況
や
、
子
ど
も
の
学
力

不
足
に
よ
る
貧
困
の
連
鎖
が
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
経
済
が

低
迷
し
て
い
る
な
か
区
内
経
済
を
み

る
と
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
急
激
な
円

安
を
生
み
消
費
者
物
価
の
急
騰
を
招

い
た
所
に
、
消
費
税
の
増
税
が
加
わ

っ
た
の
で
、
実
質
所
得
が
減
っ
た
区

民
は
節
約
に
走
り
ま
し
た
。
特
に
低

所
得
者
層
は
家
計
負
担
が
増
え
厳
し

い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
区
内
産
業
は
資
材
の
高
騰
や

個
人
消
費
の
低
迷
に
よ
り
、
業
績
が

悪
化
し
厳
し
い
経
営
状
況
に
な
り
中

小
零
細
企
業
の
廃
業
や
倒
産
は
止
ま

り
ま
せ
ん
。
さ
て
区
の
防
災
対
策
や

医
療
、
介
護
、
子
育
て
の
予
算
は
、

年
々
上
昇
し
財
政
負
担
も
増
え
る
中
、

好
決
算
で
あ
る
の
な
ら
低
所
得
者
層

へ
の
支
援
を
拡
充
し
て
頂
き
た
い
。

ま
た
正
規
雇
用
が
減
り
続
け
非
正
規

雇
用
が
増
え
る
社
会
構
造
な
の
で
、

福
井
や
秋
田
の
学
校
の
よ
う
に
確
か

な
学
力
を
子
ど
も
に
身
に
つ
け
さ
せ
、

社
会
で
自
立
で
き
る
教
育
制
度
を
早

急
に
つ
く
っ
て
頂
き
た
い
。


